
適切な工期の設定（品確法改正への取り組み）

国土交通省官庁営繕部では、公共建築工事における工期設定の現状に関して建設業団体と
意見交換を行い、問題意識を共有するとともに適切な工期を設定するための方策等について、
平成２７年３月２５日付けで「営繕工事における工期設定の基本的考え方」として取りまとめました。

●平成２７年春の全国営繕主管課長会議幹事会及び総会において、「営繕工事における工期設定の
基本的考え方」を説明。その後、地方公共団体を対象とした発注者支援に関するアンケートでの

意見を踏まえ、公共建築工事全体へ普及を促進するため、

「公共建築工事における工期設定の基本的考え方」
として取りまとめました。

●今般、公共建築工事における適切な工期設定をさらに普及･促進させ、将来にわたる建設業の

担い手確保と公共建築工事の品質確保に資することを目的として、建設業団体のご協力により

収集した事例や意見交換をもとに、平成２８年６月

「公共建築工事における工期設定の基本的考え方（事例解説）」
をとりまとめ、適切な工期設定のための事前調査表など参考資料と併せて公表しました。

●官庁営繕部と地方整備局等は、各種会議等を通じて地方公共団体等への説明や意見交換を行う

などして、公共建築工事全体への適切な工期設定の普及・促進に努めています。
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第２ 適切な工期を確保するための方策

発注者が調査及び設計、工事発注準備、入札契約及び工事施工の各段階で取り組む事項

１．調査及び設計段階

（１）次の期間の十分な想定

①現地調査及び関係者との協議・調整に

要する期間

②設計、入札契約手続及び施工の期間

③近隣等関係者への説明・調整に要する期間

（２）敷地・施設現況等の事前調査の十分な実施

（３）図面審査の確実な実施

要求性能と施工中の確認事項の

設計図書への明示

２．工事発注準備段階

（１）適切な工期の入札条件への設定

（２）債務負担行為の積極的活用等、工事施工時期の平準化

（３）技術者を過剰に拘束しない工期設定

３．入札契約段階

（１）明確な質問回答と施工条件の明示

（２）工期短縮に関する技術提案の原則禁止

４．施工段階

（１）迅速な承諾行為とワンデーレスポンスの実施

（２）工事の進捗状況の的確な把握

（３）関係工事間の調整の適切な実施

公共建築工事における工期設定の基本的考え方（事例解説）の構成

◆ 公共建築工事における工期設定の基本的考え方（本文）

◆ 参考事例（不適切な典型的事例）

◆ 防止のため注意すべきポイント

■ 適切な工期設定に役立つ参考資料

○工期設定のイメージ図

○適切な工期を設定するためのチェックシート

○適切な工期を設定するための事前調査票

○木造事務庁舎の合理的な設計における留意事項 等
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適切な工期設定に役立つ参考資料（１）

○工期設定のイメージ図
調査及び設計段階等における具体的な工期設定の事例
※本事例はあくまで一例であり、さまざまなケースが考えられる。

http://www.mlit.go.jp/common/001133185.pdf

○適切な工期を設定するためのチェックシート
調査及び設計段階における事前調査で確認すべき事項のチェックシート
※各発注者が適切に工期を設定するためには、調査及び設計段階で各種の調査・調整を詳細かつ十分に実施することが極めて重要である。本チェックシート

は、各発注者の実情を踏まえ、カスタマイズして使用するものである。

http://www.mlit.go.jp/common/001133186.xlsx

○適切な工期を設定するための事前調査票
調査及び設計段階において敷地、使用者の要望等、当該工事の工期を適切に設定するための前提

条件とすべき事項の調査票
※本調査票は、各発注者の実情を踏まえ、カスタマイズして使用するものである。

http://www.mlit.go.jp/common/001133187.doc

○木造事務庁舎の合理的な設計における留意事項
木造庁舎の整備にあたり、工期やコストに影響を及ぼす留意事項をまとめたもの

http://www.mlit.go.jp/gobuild/moku_torikumi.html#moku_ryuuijikou

公共建築工事における適切な工期の設定にあたり、参考となる資料の例として次のもの
がある。
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適切な工期設定に役立つ参考資料（２）

○建築工事適正工期算定プログラム（（一社）日本建設業連合会＝日建連）
新築工事における用途・構造・規模等の建物データを入力することにより、完全週休２日、８時間労働、

長期休暇の取得を考慮した適正工期をネットワーク工程表として簡便に作成することができるツール
※本プログラムの適正工期は、主に都市部における標準的な工期を示しており、設備工事の工程が全体工期に影響する場合、労務調達等が円滑でない

地域の場合等では別途考慮が必要である。また、地中障害物、埋蔵文化財の有無や官公庁手続、周辺住民との調整等個々の事案によって別途考慮

すべき要素が異なるので、各発注者において十分な事前調査が重要である。

http://www.nikkenren.com/kenchiku/proper.html（日建連ホームページへ）

○自家用電気工作物の設置及び受電時期設定の手引き

（（一社）日本電設工業協会＝電設協）
電気設備工事について、契約時から竣工までの業務に従事する際の確認事項や、施設利用者等の

関係者へ説明するための知識等を整理した手引き

http://www.jeca.or.jp/ex/120326a.html（電設協ホームページへ）

公共建築工事における適切な工期の設定にあたり、参考となる資料が関連団体により
作成されている。
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